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　桑園自動車学校を運営している札新開発(株)では、こ
れまで、オートマチック教習車全車をハイブリッド車に取
り替え、環境に優しい教習をしてきました。また、平成24
年2月に道内の自動車学校で初めて電気自動車（EV）2
台を教習車として導入しました。
　さらに、平成24年4月に北海道知事より、エコドライブ
で地球温暖化防止（CO2排出量削減）に貢献するため北
海道エコドライブ推進校の指定を受けました。
これにより排出ガスの削減と騒音の低減を更に推進して
います。

　札幌駅総合開発（株）が運営するJRタワーエスタでは、
電気室の廃熱をヒートポンプ給湯機の熱源に利用して、給
湯加熱エネルギーの削減を行っています。
　また、ヒートポンプ給湯機から出る冷廃熱を電気室へ供
給することで、電気室の冷却エネルギーの削減も同時に
行ない、省エネルギーと温熱環境の改善を同時に行って
います。これにより、年間CO2排出量で約120t-CO2の
削減となりました。

　㈱ドウデンでは、2013（平成25）年3月にブナの木の北
限の里と呼ばれている、後志管内の黒松内町発注の黒松
内小学校エコ改修事業の一環として、屋内体育館の壁面
に20Kwの太陽光発電設備の工事を手掛けました。
　学校における環境教育のため子供達にも分かり易く理
解出来るように、校舎棟の機械室にエネルギーの創造か
ら消費の過程をディスプレイに表示をして、その仕組や効
果を実感できるような仕様となっています。

導入した電気自動車

グループ会社の取り組み

●廃熱を利用した給湯システム

●教習車として電気自動車を導入

●太陽光発電設備の設置

地球温暖化防止への取り組み

ヒートポンプ給湯機外観

黒松内小学校屋内体育館 太陽光発電設備の設置

JR北海道環境報告書2013


















